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麻黄（マオウ）の国内栽培を目指して
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１．はじめに
麻黄は葛根湯、麻黄湯、小青龍湯、麻黄附子細

辛湯などの重要漢方処方に配合される漢方生薬で
ある。我が国では現在、麻黄のほぼ全量を中国か
らの輸入に依存しているが、中国政府は資源保護
と沙漠化防止を理由に1999年１月から麻黄の輸出
を禁止しており、現在は便宜的に加工品として供
給されている。実際、資源国である中国では農地
開墾のために自然破壊が進み、また乱獲の影響も
あり、マオウ資源が急速に減少している。このよ
うな状況から、我が国での栽培供給の必要性が高
まっている。

麻黄の原植物は、第16改正日本薬局方（以下、
日局）でマオウ科マオウ属の Ephedra sinica
Stapf, E. intermedia Schrenk et C.A.Meyer お
よび E. equisetina Bunge の３種であると規定さ
れ、さらにアルカロイド含量（エフェドリンとプ
ソイドエフェドリンの総和）が0.7％以上である
ことを規定している。従って、日局適の麻黄を栽
培生産するためには、これらの規定をクリアする
必要がある。

麻黄の原植物が日本に導入された時期は明確で
はないが、平安時代の『本草和名』に和名「加都
祢久佐（かつねくさ）」、『和名類聚抄』に「加豆禰
久佐」と記載され、これは「褐根草」の意でマオ
ウ属植物の根が褐色であることに由来したものと
考えられ、他の薬用植物とともに古い時代に海外
から導入され、実際に栽培されていたことの証し
であると考えられる（吉澤ら、2005）。一方、栽培
に関する記載は残っておらず、大々的な栽培は行
なわれなかったものと推察される。

麻黄は中国において1980年代から本格的な栽培
が始まったとされ（筆者の甘粛省における調査）、
現在では甘粛省の他、内蒙古自治区（図１）、寧夏

自治区（図２）、新疆ウイグル自治区などで栽培さ
れている（Mikage et al., 2005）。すでに栽培技術
に関しては確立されているように見受けられる
が、一方で栽培品のアルカロイド含量の不足や、
それに伴う価格の低下により、近年では栽培を放
棄する農家や団体もでてきており、麻黄栽培に際
してはアルカロイド含量確保のための技術開発が
必要である。

本稿では、中国における麻黄栽培の現状ならび
に筆者らの研究結果を紹介しつつ、今後の国内生
産に向けて解決すべき問題点等について述べる。
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図１：麻黄の栽培（内蒙古自治区）

図２：麻黄の栽培（寧夏自治区）



１．種苗の確保
（１）種子繁殖

中国における麻黄栽培では、一般に種子による
繁殖が行なわれており、一部で野生品の移植や株
分けが行なわれている。内蒙古自治区では種子採
取を目的とした粗放栽培も行なわれており、種子
は新疆省を始めとする他の地域に運ばれて栽培さ
れている。筆者らの調査では、内蒙古自治区では
苗床に播種した３年生の苗を畑に定植していた

（図３）。また、新疆省では春に発芽させたものを
夏に移植する方法も行なわれていた。

中国では種子の海外持ち出しを禁止しているの
で、日本で種子を確保するには現有の株から日本
で生産する必要がある。これまで、日本の野外で
は種子の結実が困難であったが、近年の筆者らの
研究により、ビニルハウスなど乾燥した条件下に
保管することにより多数の種子が得られることが
明らかになった。現在、１/2000a あるいは１
/5000a のワグネルポットに植えた１株から200粒
以上の種子が採取可能となっている（図４）。野
外での結実が悪いのは、日本では空中湿度が高く、
乾燥地に適応したマオウ属植物の花粉は飛散しに
くいことが原因である可能性が考えられる。な
お、今年の５月の晴天日中に、野外の雌株の珠孔
管に花粉をつけた葯を接触させて受粉を試みたと
ころ、多数が結実し、種子が得られた（図５）。来
年度からはこの方法によって露地栽培株からも多
数の種子が得られるものと期待している。

種子は休眠せず、採りまきしても通常10日前後
で発芽する（図６）。発芽率は野生株からの採集

品ではばらつきが大きいが、金沢大学で得られた
種子では70～80％と良好である。発芽率の悪化に
は種子を食害する昆虫の存在が上げられ、産地国
を問わず、どこの種子からも確認している。現在、
昆虫種の同定など詳細を検討中であるが、現時点
では日本（金沢）では確認されていない。

発芽温度についてもそれほど外気温の影響を受
けず、富山市内の屋外で12月初旬に播種しても正
常に発芽した。一方、30℃を超えるようなビニル
ハウス内では発芽が抑制される結果を得ており、
正確なことは今後検討したい。

発芽後の移植については、中国では３月と９月
とする情報を得たが、金沢で発芽後１ヶ月程度の
苗を盛夏に移植しても悪影響は見られなかった。
なお、マオウは低温にも強いが、双葉の状態で凍
みると枯れるので、冬期の播種では注意を要する。
また、発芽時にはナメクジ被害にも注意を要する。
（２）栄養繁殖

種子繁殖は効率が良いが、遺伝的に安定しない
という欠点がある。一方、株分けや挿し木法など
栄養繁殖に依れば遺伝的に安定した株が得られ、
とくに今後栽培に適した品種が選抜できた折に
は、これらの方法で高品質種苗の生産が行なえる。

株分けは一般に挿し木法に比して大型の株が得
られる利点がある。マオウ属植物の中には地下に
根茎を引いて繁殖する性質を有するものがあるの
で、そうした植物では容易に株分けができる。と
くに E. sinica や E. distachya はその性質が強い。
一方、日局品では E. intermedia や E. equisetina
は根茎を引いて繁茂する性質が弱く、株分けによ
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図３：マオウ（Ephedra sinica）の苗床（３年生苗） 図４：ビニルハウス内で成熟したEphedra sinica の雌毬果



る大量増殖は困難である。
マオウ属植物の挿し木法については藤田ら

（1967）による報告があるが、活着率は E. dista-
chya の木質茎では15％、草質茎では０％であっ
た。筆者らは、E. sinica について、秋期に挿し木
し、人工気象器内で管理することにより発根率が
上がり、３月に定植することにより活着率が上が
ることなどを明らかにしている（投稿準備中）。
今後、さらに改良を加えることにより、草質茎を
用いた挿し木により多量の種苗が確保できると考
えている。

２．栽培適種の選択
野生では、日局収載３種の中で E. sinica およ

び E. intermedia は砂地、黄土、岩場やがれき地
など生育土壌を選ばないが、E. equisetina では岩
場やがれき地にしか生育していない。中国の栽培
地においても、一般に栽培されているのは E.
sinica であり、他の２種は栽培が困難であると考
えられている。実際、ロシア（ブリアチア）、モン
ゴル、キルギスおよびトルコ産の種子を日本で栽
培してみると、もっとも容易に生育するのは E.
dahurica (=E. sinica) であり、E. intermedia や
E. equisetina はやや困難である。加えて、E. sin-
ica は他の２種に比して根茎を引いて増殖する性
質が強く、定着後は自ら増殖し生え広がる。また、
根茎で増えた株を新苗として利用できる利点もあ
る。一方、野生品では、E. sinica、E. intermedia、
E. equisetina の順にアルカロイド含量が高く、ア

ルカロイド含量を指標とした場合には E. equise-
tina が有利であり、今後栽培化を検討する価値が
ある。

３．栽培用土
ワグネルポットを含む鉢植えでは、「プランター

の土」（秋本天産物）など市販の園芸用土での生育
が最も良好であり、次いで赤玉土、川砂などであ
る。逆に生育が悪いのは山砂、桐生砂、鹿沼土な
どで、これらの用土では根の発育が悪く、地上部
の生育も良くない。園芸用土の成績が良いのは、
土の柔軟さによる根張りの容易さと適度な化学肥
料成分であると考えられる。ただし、同一土壌で
２年以上栽培すると、アルカロイド含量が低下し
たり、根腐れを起こしたりするので、毎年植え替
える必要がある。今後、野外での大規模な栽培に
あたっては、海岸や河岸近くの砂地が適している
と考えており、実際の栽培に際しては一般的な畑
土をも含め様々な土壌で実験する必要がある。加
えて、今後は水耕栽培（養液栽培）についても検
討する予定である。

４．灌水と施肥
E. sinica の自生地は、一般に砂地を始めとする

痩せた土地であり、降水量も少ない場所である。
E. intermedia や E. equisetina の自生地はさらに
乾燥が強い傾向がある。一方、このことはマオウ
属植物が水分や栄養分を嫌っていることを意味す
るのではなく、水分や栄養分が豊富な土地では他
の植物がよく育って生存競争に負けるからであ
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図５：Ephedra sinica の種子
図６：Ephedra sinica の発芽苗



る。すなわち、マオウは他の植物に覆われて日射
を遮られると容易に枯死するため、環境の良い場
所では自生することが困難である。マオウ属植物
も水分や養分を好むことは他の多くの植物と同様
である。栽培にあたっては他の一般的な植物と同
様の灌水量と施肥量で問題はない。ただし、適度
な灌水と施肥により雑草が生育してくるので、こ
まめな除草が必要である。なお、野生地の土壌
pH は８前後のアルカリ性であるが、E. sicina の
栽培実験では、アルカリ剤の添加で生長がとくに
良好になるという現象は確認されていない。

５．品種の選抜と改良
（１）品種選抜

野生では、同一環境に生育する株においても、
株中のアルカロイド含量やアルカロイドの組成比
が大きく異なる（図７）。筆者らはすでに、アルカ
ロイド含量は遺伝的要因以上に生育環境の影響を
受けていることを明らかにしており（Kondo et
al., 1999）、一方、アルカロイド含量組成は遺伝的
要因に支配されていることを明らかにした（投稿
中）。エフェドリンとプソイドエフェドリンの薬
理作用が異なることが報告されているので、株を
選択することにより意図するアルカロイド組成を
有する株を作出することが可能となる。また、同
じ E. sinica でも、根茎を引いて増殖する性質が
強いものと弱いものがあるように思われるので、
選抜の基準としたい。
（２）品種改良

これまで、マオウ属植物の交配などに依る品種

改良報告はない。筆者らは、昨年度から E. sini-
ca についてアルカロイド含量の高い雌雄株間で
の交配実験をしており、すでに種子および発芽苗
を得ている。今後は、日局収載品種間の交配など
を行なうことにより、栽培品種として優秀な株、
すなわちアルカロイド含量が高く、栽培が容易で
生長が早く、株分けでの増殖が容易な株を得るこ
とも可能となろう。

６．アルカロイド高含量麻黄の生産
医薬品としての麻黄栽培では、収穫物の総アル

カロイド含量が日局規定の0.7％を超える必要が
ある。現在中国における麻黄栽培の主目的はエ
フェドリン抽出原料の供給であり、アルカロイド
含量が野生品に劣る栽培品は工場側の引き取り価
格が低く、長年栽培した末に栽培を断念する農家
も少なくない。今後は、如何にしてアルカロイド
高含量株を生産するかという技術開発が必要とさ
れている。

先述したように、アルカロイド含量の多寡は、
遺伝的要因以上に生育環境の影響を強く受けてい
る。自然環境下では、雨量が少なく、土壌 pH が
高い場所に生育する株にアルカロイド含量が高い
傾向がある（Wang et al., 2005）。また、希釈した
塩水を灌水することによりアルカロイド含量が高
くなることも明らかになった（大富ら、2013）。今
後のさらなる研究が待たれる。なお、アルカロイ
ドは含窒素化合物であるが、生育地土壌中のアン
モニア体窒素や硝酸体窒素含量との相関は認めら
れなかった（Kondo et al., 1999）。

７．収穫
マオウ属植物は灌木であり多年生である。寒冷

地では毎年地上部草質茎の大半が枯れ落ち、春に
根頭部あるいはわずかに残った木質茎から新梢が
生じる。E. sinica では、温暖地や北陸の積雪地帯
では冬期に地上部が枯死することはなく、春に少
数の充実した枝の節から新梢が生じ、その後多く
の前年枝が枯死して地上部が更新する。よって、
秋期に地上部全てを刈り取っても株が弱ることは
ない。

一方、アルカロイド含量が高くなる収穫時期に

特産種苗 第16号

－56－

図７：同じ地域に生える Ephedra sinica の個体によるアルカ
ロイド含量と組成比の変化（モンゴル）



ついては種々の報告があり、E. sinica に関しては
概ね７月～11月の含量が高い。ただし、７月頃に
地上部全てを刈り取ると、その後は新たな茎が生
じてこないため光合成が行なえず、株に大きなダ
メージを与えることになり、枯死する危険性もあ
る。温暖地では11月、寒冷地では10月頃が適切で
あると考えている。中国の栽培地では、11月頃に
新梢が生じ、その頃のアルカロイド含量が最も高
いとする情報を得たが、日本では確認できていな
い。

８．害虫
中国の自生地あるいは栽培地において、アリマ

キが着いた若枝、雄毬花を食べる昆虫、種子を食
べる昆虫などを見たが、日本（金沢）においては
確認していない。また、中国の麻黄栽培地におい
ても深刻な害虫の被害はなく、農薬はいっさい散
布していない。

９．今後の課題
以上に述べた事項が解決された場合、最終的な

段階として野外における大規模栽培に移行するこ
とになる。

先述のごとく、麻黄栽培において重要なことは
灌水と除草対策である。雨が多い日本において
は、苗が根付いてからの灌水は、よほどのことが
ない限り不必要であると考えている。一方で、降
雨量が多いため、雑草対策は中国における栽培地
以上に手間がかかることが予想される。中国では
１人の人間が管理できるマオウ畑の面積はおよそ
2000㎡で、雑草の中で厄介なのは根茎を引いて広
がる単子葉植物であるとされる。春先からこまめ
な除草が必要となる。マルチも有効であろうが、
E. sinica では数年後には地下に根茎を引いて傍
らから芽生えてくるので、その頃には外す必要が
ある。

また、収穫時の機械化を図る必要もあろう。中
国でも試験的に行なわれているが、収穫時に根頭
部を刈ってしまうと株は枯死するので、うまく
行っていないようである。機械化に合わせて、平
坦地に栽培するか、畝を作って栽培するかなど検
討を要する部分もある。

最後に、マオウ属植物は覚醒剤原料となるエ
フェドリン含有植物であるので、栽培に際しては
十分な管理も必要であろう。実際には、原料の麻
黄が市中で自由に購入できるので、エフェドリン
を得るためには市販「麻黄」を購入する方がよほ
ど得策であると考えられるが、各株に認識番号を
つけて管理し、かつ監視カメラを設置するなど、
相応の管理は必要であろう。

なお、現時点では麻黄の市場価格は低く、マオ
ウは換金作物としての価値はほとんどないと考え
られる。実際、中国においても販売価格の安値に
より栽培を断念する例が多い。また、発芽苗では
収穫できるまでに５～６年を要しており、それま
で収入は望めない。参考までに、麻黄の生産者価
格は新疆省において2011年時点で４元（約60円）
／ Kg であったこと、また2012年まで８年間栽培
して一度も収入がなく、栽培を断念した農家が
あったことを付記しておく。
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